
ニホンジカによる林業被害対策

➂ 単⽊保護資材について



単⽊保護資材概要

網⽬状のタイプ(くわんたい) 筒状のタイプ(ツリーシェルター)

資材費 約1,000円／本〜
設置費込み 約1,200〜2,000円／本

※参考価格

単⽊保護資材は様々な形状のものがある



単⽊保護資材効果
ネット柵同様資材の機能が維持されている限り

確実に効果があるが、効果期間は限定的

植栽⽊１本１本に資材設置
（マンディフェンス） 単⽊資材により成⻑した様⼦











単⽊保護資材の管理

単⽊保護資材も、様々な破損が⽣じるため、
ネット柵同様設置後の管理が不可⽋となる。

破損
＝

新規設置

※ネット柵と異なり簡易補修が出来ないため、破損時の
新規設置が多くなり、維持管理費⽤が⾼くなる。



群⾺県林業試験場の開発した単⽊柵

532円／本



単⽊柵の作成
１

２ ３

① 丸める
② 結束バンドで固定
③ 完成

簡易な作業



単⽊柵の設置
１

２ ３

① 被せる
② ペグで固定
③ 完成

簡易な作業



林業試験場成果報告「獣害から森を守る・新しいアプローチ」
｜林業試験場｜群⾺県 - YouTube



講義の流れ

１ 群⾺県の⿃獣被害対策の体制、県計画、被害の概要

２ ニホンジカによる林業被害と被害対策

３ ニホンジカのモニタリング

４ ニホンジカの農業被害と県の施策の紹介

捕獲情報や糞塊密
度調査など
様々なデータから
シカのことが⾊々
分かる



個体群管理のためのモニタリング項⽬
・捕獲⽬標頭数１万８千頭／年 ・⽣息数 ４万頭（2022）
（階層ベイズモデル）
捕獲数、ＳＰＵＥ、ＣＰＵＥ、
糞塊調査、区画法・・・

推定⽣息頭数



H25 R2 R3

R4 R5 ニホンジカSPUE推移
→狩猟データを活⽤



R1 R2 R3

R4 R5 ニホンジカ
有害捕獲数推移



糞塊調査の利点

調査メッシュ別の単年度評価5ｋｍメッシュ別の糞塊密度推移
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中央値

95%信⽤区間

糞塊密度等のデータから推定したニホンジカ⽣息密度

個体群管理上のモニタリングの重要性
・変動要因のコアとなる情報を得る
・データは⻑期継続取得することで重要性が増す
・新たな⼿法は積極的に取り⼊れる
・データを基に科学的に評価して施策に反映する

R4年時点推定
39,467頭



4

2

5

１

３

〇施策⽅針
「個体群管理（捕獲）」「被害防除管理」及び「⽣息環境管理」を
計画的かつ総合的に実施
※特に「捕る」対策を重点的に取り組むため、⽣息頭数が増加傾向

にある地域や⾼密度地域での積極的な捕獲
〇主な取組
・⽣息頭数が増加傾向にある地域での捕獲
【継続】嬬恋村における広域捕獲の実施
【新規】地域や期間を限定して集中的な捕獲に取り組む市町村に対し、

⿃獣被害防⽌総合対策交付⾦（シカ特別対策等事業）により⽀援

・⾼密度地域での捕獲
【継続】⾼密度化した⿃獣保護区において指定管理⿃獣捕獲等事業の

実施
【新規】地域や期間を限定して集中的な捕獲に取り組む市町村に対し、

⿃獣被害防⽌総合対策交付⾦（シカ特別対策等事業）により⽀援

・捕獲の担い⼿確保・育成
【継続】狩猟免許の取得促進
【新規】銃猟講習会の開催、初⼼者向け狩猟の仲間づくり

・捕獲個体の有効活⽤
【新規】ジビエ利活⽤を進め、捕獲意欲を⾼める 図９ 令和４年度 ニホンジカ⽣息密度分布図

指定管理⿃獣捕獲
等事業実施箇所

⾚城１
神津２
尾瀬３
秋畑４

広域捕獲事業
実施箇所

嬬恋５

新規地区

重点

重点

利根沼⽥

中部

東部

吾妻

⻄部

⽬標達成のための施策（第六期群⾺県ニホンジカ適正管理計画）

６



講義の流れ

１ 群⾺県の⿃獣被害対策の体制、県計画、被害の概要

２ ニホンジカによる林業被害と被害対策

３ ニホンジカのモニタリング

４ ニホンジカの農業被害と県の施策の紹介

嬬恋村の被害状況
と対策

県の施策へ反映



クマ
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加害動物 発⽣場所
農地

⼈⼯林

⾃然植⽣

住居地域

（防除）
被害対策
（捕獲）

・有害捕獲
・狩猟捕獲
銃猟_わな猟
くくりわな
箱わな
巻き狩り
忍び猟

（環境）

緩衝帯整備
下刈り
誘引物除去
⽣ゴミ
放置果樹

電気柵
防除柵
単⽊柵
薬剤散布
追い払い

⿃獣被害対策⽀援センターは全てに関係

⾃助

共助

公助

農業被害対策

農家が⾃分で︕

集落全体で︕

県や市の補助︕



嬬恋村のキャベツ畑
夏・秋キャベツ出荷量全国１位



嬬恋村における農地のシカ（ドローン撮影）



嬬恋村キャベツ⾷害（ドローン撮影）



総延⻑300kmを越える広域柵を設置 柵の破損は避けられない

各圃場は電気柵で防除

広域柵

シカの⾷害



電気柵に感電するシカ



嬬恋村の広域捕獲対策

ニホンジカ被害⾯積

単位︓ａ

H26〜R2 嬬恋村字図（筆︓耕作地）

・嬬恋村の農作物被害は県被害額
の約６割を占める

・ニホンジカ被害が急激に増加
・被害額の削減が急務

・関係機関による協議会発⾜
・GPS⾸輪による⾏動圏調査、

捕獲適地調査、植⽣調査実施
・広域捕獲計画を作成
・R4年度から⻑野県と連携した

「広域捕獲事業」を開始
→農⽔省交付⾦を活⽤
（⿃獣被害防⽌総合対策交付⾦）



GPS⾸輪によるニホンジカ⾏動軌跡

春〜秋︓群⾺県側利⽤
冬︓⻑野県側利⽤

捕獲実績
R5︓ 95頭
R6︓175頭



広域捕獲の⽅法
□捕獲範囲
・広域フェンスの外側で畑に出る前に捕獲
・フェンス内側（畑）は通常の有害捕獲を実施
□捕獲⼿段
・くくりわな（クマ錯誤捕獲防⽌）使⽤
・捕獲通報装置、捕獲報告アプリで効率化

捕獲報告アプリ

捕獲通報装置
（県林業試験場考案）

LPWA (LTE-M) でメール通知

ワナ位置
ワナ位置

ワナの上を通過する親⼦クマ くくりわな
上蓋によりクマ錯誤捕獲を防⽌



動画

ワイヤーもと⽊

くくりわな

イノシシ



ワイヤーもと⽊

くくりわな

ニホンジカ




